Involvement of adenylyl cyclase-cAMP system on bone metabolism by osteoblasts by 菅野 陽介
Involvement of adenylyl cyclase-cAMP system on
bone metabolism by osteoblasts
著者 菅野 陽介
内容記述 Thesis (Ph. D. in Science)--University of
















平成 17 年 3 月 25 日
学位規則第 4条第 1項該当
生命環境科学研究科
Involvement of Adenylyl Cyclase-cAMP System on Bone Metabolism by 
Osteoblasts
（骨芽細胞における Adenylyl Cyclase-cAMP Systemによる骨代謝メカニズムの
解析）
氏　名（本籍）
学 位 の 種 類
学 位 記 番 号
学位授与年月日
学位授与の要件






















　細胞増殖因子の一つである vasclar endothelial growth factor（VEGF）は血管新生や血管の透過性を調節
する細胞増殖因子であり，関節リウマチの発症に関与している。そこで，菅野氏は骨芽細胞の VEGF産生
のメカニズムを解明し，この VEGF誘導能と骨代謝との関係を明らかにする研究に取り組んだ。その結果，
Adenylyl Cyclase-cAMP systemが，骨芽細胞の VEGFの産生誘導に関与していることを明らかにした。その
詳細は炎症メディエータの一つであるプロスタグランジン El（PGE1）が，adenelylyl cyclase-cAMP system








ベルで解明すべく研究を開始した。その結果，Adenylyl Cyclase-cAMP systemによる PKAの活性化が，甲
状腺ホルモンによる OC産生作用を抑制的に調節することを明らかにした。





わち，骨芽細胞における Adenylyl cyclase-cAMP systemの活性化が，PGE1により誘導される VEGF産生を
増強し，また，この Adenylyl cyclase-cAMP systemの活性化が甲状腺ホルモンにより誘導されるオステオカ
ルシンの産生を抑制するというものである。このことは Adenylyl cyclase-cAMP systemが，骨形成に対して
ネガティブな作用をしていること，すなわち骨粗鬆症の発病を促す役割を果たしていることを世界に先駆け
て明らかにしたものである。菅野氏の研究成果の学問的価値は非常に高いものであり，骨粗鬆症の発症機序
の解明に多大な貢献をするものと判断された。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
